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＜目的＞ 

宇宙線のデータを長時間にわたって自動測定できるようにすること。 

ミューオンは物質を貫通しやすい、電子は物質で吸収されやすいという性質を利用して、ミューオン

と電子を区別すること。 

以上２点から宇宙線断層撮像の精度をさらに向上させる。 

＜研究方法＞ 
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これを、何もない状態、水、鉛の状態でそれぞれ測定する。 

①シンチレーション検出器からの信号を電子回路で読み出し、データをＰＣで５分ごとに自動収集す

る。 

②データから１秒あたりの計数率と誤差を求めてグラフ化する。 

＜結果・考察＞ 

 
 

 

・宇宙線のデータを長時間にわたって自動測定できるようにすることができた。 

・シンチレーション検出器間の距離は大きくなるほど、計数率は小さくなる。 

・水や鉛は、厚さが厚いほど計数率が小さくなる。 

・何もない状態、水、鉛の順で計数率が大きくなる。 

このことから、水や鉛が宇宙線を吸収していることが分かる。 

・今回の測定条件では、電子成分が約９０％であると推定される。 
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距離Ｘを１００ｃｍ～４００ｃｍで、５０ｃｍごとに計数率を測定、加えて、７５ｃｍも測定 
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